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医
療
ハ介
護
の
本
質
訴
え

東
京
大
医
学
部
の
自
治
会
闘
争
が
発

展
し
た
東
大
紛
争

の
安

田
講
堂
事
件

＝

メ
モ
参
照
＝
か
ら
五
十
年
。
医
療
制
度

を
含
む
社
会
の
あ
り
方
を
問

０
掛
け
た

当
時
の
学
生
た
ち
の
中
に
は
、
医
療
や

介

護

の
世

界

で
新

し

い
流

れ

を

つ
く

り
、
地

域

で
活

躍

し

て
き

た

人

も

多

い
。
通
底
す
る
の
は
、
既
存
の
権
威
を

疑

い
、
本
質
を
求
め
る
姿
勢
だ
。
闘
争

に
参
加
し
た
団
塊
の
世
代
が
七
十
代
を

迎
え
る
中
、
同
講
堂
で
十

二
日
、
多
世

代
の
医
療
、
介
護
関
係
者
が
集
い
、
超

高
齢
社
会
の
課
題
を
改
善
す
る
道
を
探

っ
た
。
　

（
編
集
委
員
　
安
藤
明
夫
）

学
園
紛
争
の
歴
史
に
名
を
刻
む
安
田
講
堂
で
開
か

れ
た
集
い
＝
い
ず
れ
も
東
京
都
文
京
区
の
東
大
で

集
い
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
在

宅
ケ
ア
を
支
え
る
診
療
所

・
市

民
全
国
ネ

ツ
ト
ワ
ー
ク
」

（東

京
）
と
、
地
域
医
療
に
取
り
組

む
医
師
ら
で
つ
く
る

「
地
域
医

療
研
究
会
」
が

「
団
塊

・
君
た

ち

・
未
来
」
と
銘
打
ち
、
開

催
。
闘
争
の
当
事
者
や
影
響
さ

れ
た
世
代
、
闘
争
を
知
ら
な
い

若
い
世
代
の
医
療
、
介
護
関
係

者
ら
約
五
百
人
が
参
加
し
た
。

同
研
究
会
は
、
東
大
紛
争
を

主
導
し
た
学
生
組
織

「
東
大
全

共
闘
」
の
リ
ー
ダ
ー
で
、
長
野

県
茅
野
市
の
諏
訪
中
央
病
院
長

を
務
め
た
故

・
今
井
澄
さ
ん

健
康
民
主
主
義
を
説
く
鎌
田
実
さ
ん

（
元
参
院
議
員
）
ら
が
設
立
。

集
い
に
出
席
し
た
同
病
院
名
誉

院
長
で
作
家
と
し
て
も
知
ら
れ

る
鎌
田
実
さ
ん
Ｑ
９
は
東
京
医

科
歯
科
大

一
年
の
と
き
に
紛
争

に
参
加
し
、
卒
業
後
は
同
病
院

で
今
井
さ
ん
と
と
も
に
地
域
医

療
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

長
寿
県
の
同
県
も
、
当
時
は

脳
卒
中
の
多
発
地
域
。
病
気
に

な
る
と
入
院
し
、
病
院
で
死
を

迎
え
る
高
齢
者
が
増
え
る
中
、

夜
に
各
地
の
公
民
館
を
回

っ
て

健
康
講
座
を
続
け
、
在
宅
で
療

養
し
た
い
住
民
の
思
い
を
専
門

職
が
支

え
る

「地
域
包
括
ケ

ア
」
の
原
型
を
築
い
た
。

「健
康
民
主
主
義
」
と
い
う

言
葉
を
掲
げ
、
チ

ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
原
発
事
故
で

「
死
の
灰
」
を

浴
び
た
子
ど
も
た
ち
の
支
援
活

動
に
参
加
し
た
日
本
人
看
護
師

の
行
動
を
紹
介
。
死
の
迫

っ
た

少
年
が
食
べ
た
が

っ
た
パ
イ
ナ

ツ
プ
ル
を
求
め
て
極
寒

の
貧
し

い
街
を
探
し
回
り
、
母
親
に
深

く
感
謝
さ
れ
た
と
い
う
。

「
自

分

の
力

の

一
部
を
だ
れ
か
の
た

め
に
使
う
こ
と
、
自
分
と
相
手

の
健
康
や
命

の
大
切
さ
を
考
え

て
い
く
こ
と
が
社
会
の
平
和
に

つ
な
が
る
」
と
提
言
し
た
。

「
生
活
リ

ハ
ビ
リ
」
の
運
動

で
知
ら
れ
る
広
島
県
呉
市
の
理

学
療
法
士
三
好
春
樹
さ
ん
後
じ

は
、
東
大
紛
争
と
同
時
期
に
ベ

ト
ナ
ム
戦
争

へ
の
反
戦
デ
モ
に

参

加

し

た

た

め

高

校

を

退

学

に
。
そ
の
後
勤
め
た
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
で

「
病
院
か
ら
送

ら
れ
て
く
る
高
齢
者
が
み
な
お

む

つ
を
し
、
お
び
え
た
表
情
だ

っ
た
し
」
と
に
疑
間
を
抱
い
た
。

お
む

つ
を
外
し
、
身
体
抑
制

の
防
止

に
尽
力
。

「
人
間
学
を

根
拠
と
し
た
認
知
症
ケ
ア
」
を

打
ち
出
し
た
。
施
設
の
認
知
症

高
齢
者
で
、
暴
れ
る
な
ど
問
題

行

動

の
原

因

は

六

割

が

便

秘

で
、
次

い
で
脱
水
、
発
熱
な
ど

だ

っ
た
と
い
い
、

「
問
題
行
動

と
い
う
形
で
高
齢
者
は

コ
ミ

ュ

ニ
ケ

ー

シ

ョ
ン
し

て

い

る

の

に
、
医
療
者
は
そ
れ
を
拒
否
し

て
い
る
」
と
厳
し
く
批
判
し
た
。

次
世
代
か
ら
も
意
欲
的
な
発

表
が
相
次

い
だ
。

ベ
ス
ト

セ
ラ
ー

「
下
流
老

人
」
の
著
者
で
、
埼
玉
県
の
生

活
困
窮
者
支
援
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
ほ

っ
と
プ
ラ
ス
」
代
表
理
事

藤
田
孝
典
さ
ん
雀
じ
は

「
貧
困

状
態
の
高
齢
者
が
増
え
、
医
療

・
介
護
に
お
金
を
使
え
な
い
た

め
に
、
重
く
な

っ
て
か
か
る
人

が
相
次
い
で
い
る
。
年
金
の
支

給
額
の
低
さ
は
違
憲
状
態
と
も

言
え
る
」
と
指
摘
。

「
貧
困
は

自
己
責
任
と
し
て
権
利
要
求
す

る
動
き
が
起
き
な
い
。
学
生
運

動
世
代
の
人
た
ち
が
立
ち
上
が

っ
て
も

い
い
」
と

‐呼
び
掛
け

た
。
　
　
　
　
　
　
一

千
葉
市
の
淑
徳
大
総
合
福
祉

学
部
教
授
結
城
康
博
さ
ん
の
し

は
、
介
護
職
に
就
い
た
若
者
が

高
齢
者
の
暴
言
に
傷
つ
い
て
離

職

す
る
ケ
ー

ス
が
多

い
と
紹

介
。

「介
護
を
受
け
る
側
の
マ

ナ
ト
」
の
問
題
を
指
摘
し
た
。

座
長
の

一
人
で
、
名
古
屋
市

の
医
療
法
人

「生
寿
〈至

理
事

長
亀
井
克
典
さ
ん
（
´
し
は
、
闘

争
世
代
の
医
師
と
と
も
に
、

ヘ

き
地
医
療
や
在
宅
ケ
ア
に
取
り

組
ん
で
き
た
。

　

「

先
輩
か
ら
は
患
者
と
対
等
な

立
場

で
医
療

に
臨
む
姿
勢
を
学

ん
だ
と
い
い
、
　
ヨ

部
の
医
療

機
関
、
福
祉
施
設
で
み
ら
れ
る

患
者
様
、
利
用
者
様
と
い

っ
た

呼
び
方
に
違
和
感
を
感
じ
る
。

『
さ

ん

付

け
』

で

呼

ぶ

こ

と

で
、
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ツ

プ
を
築
き
、

一
緒
に
努
力
し
て

い
く
こ
と
が
大
事
」
と
話
し
た
。

次世代も参加超高齢社会に提言

東
大
紛
争

・
安
田
講
堂
事
件
　
医

学
部

の
自
治
会
な
ど
が
、
卒
業
生

（
イ
ン
タ
ー
ン
）
の
無
給
労
働
に
反

対
し
た
闘
争
が
激
化
し
、
東
大
の
安

田
講
堂
を
占
拠
。
事
態
が
長
期
化
す

る
中
、
１
９
６
９
年
１
月
１８
～
‐９
日

に
大
学
側
の
要
請
を
受
け
た
警
視
庁

の
機
動
隊
が
バ
リ
ケ
ー
ド
を
撤
去
。

立
て
こ
も

っ
た
学
生
ら
６
３
３
人
が

摘
発
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
混
乱
は
続

き
、
こ
の
年
の
東
大
入
試
は
中
止
と

な

っ
た
。

安田講堂事件50年 団塊世代の医師ら集い


